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四

一
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
ト
ン
ネ
ル
残
土
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
ト
ン
ネ
ル
残
土
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
二
七
年
開
業
を
目
指
し
て
着
工
さ
れ
た
中
央
新
幹
線
建
設
事
業
は
、
大
量
発
生
の
ト
ン
ネ
ル
残
土
の
処
理
、
騒
音
、
地

下
水
脈
の
破
断
に
よ
る
水
枯
れ
の
恐
れ
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
か
ら
も
三
兆
円
規
模
の
財
投
資

金
の
投
入
が
決
定
さ
れ
、
一
部
は
既
に
貸
与
が
行
わ
れ
て
い
る
等
本
事
業
は
事
実
上
準
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
る
こ

と
及
び
国
土
強
靭
化
の
観
点
か
ら
も
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
失
敗
や
遅
延
の

許
さ
れ
な
い
一
大
事
業
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
及
び
認
識
を
踏
ま
え
て
以
下
質
問
す
る
。

一

想
定
さ
れ
る
ト
ン
ネ
ル
・
地
下
駅
残
土
の
総
量
及
び
都
県
別
発
生
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
総
量
は
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
残
土
の
拡
張
効
果
を
勘
案
し
た
も
の
か
否
か
示
さ
れ
た
い
。

三

一
の
都
県
別
発
生
残
土
の
処
分
先
別
処
分
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
関
係
自
治
体
に
よ
る
環
境
影
響
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
環
境
基
準
を
上
回
っ

た
地
域
及
び
そ
の
分
析
結
果
の
概
要
を
示
さ
れ
た
い
。

五

四
を
ベ
ー
ス
に
想
定
さ
れ
る
有
害
汚
染
残
土
の
都
県
別
発
生
量
及
び
処
理
法
を
説
明
さ
れ
た
い
。

一



六

建
設
工
事
中
の
北
海
道
新
幹
線
及
び
北
陸
新
幹
線
で
発
生
乃
至
発
生
が
見
込
ま
れ
る
砒
素
等
の
有
害
汚
染
残
土
の
処
理
法

を
説
明
さ
れ
た
い
。

七

東
北
新
幹
線
八
甲
田
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
発
生
し
た
膨
大
な
量
の
有
害
汚
染
残
土
の
総
量
及
び
そ
の
処
理
法
を
説
明
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


